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I. 本資料の目的 

1. 本資料は、第 584 回企業会計基準委員会（2026 年 9 月 17 日開催）において、IFRS 財団 

公開草案「IFRS 財団『定款』の的を絞った修正案」の概要について聞かれた意見をまと

めたものである。 

 

II. 聞かれた意見 

2. 理事の定数削減の目的は効率化のためであると理解したが、理事の定数を削減すること

で効率化に繋がるかについては疑問が残る。理事の定数を削減した場合、特別多数決に

おいて決議の阻止に必要な人数が減少することとなり、機動的な決定を行う必要がある

会議体においてはかえって効率化に繋がらないのではないかと考える。 

3. 世界全体枠のメンバーをどう選任するかというプロセスが不透明であるのは、ガバナン

スの観点から問題があると考える。 

4. 日本の上場企業の時価総額で 50％以上の企業が IFRS 会計基準を採用しており、日本の

立場からも、IASB が信頼できるレベルの意見集約力及びリーダーシップを持っていると

いうことが重要となってくると考える。 

5. 組織の改革を行う際の最優先事項が「効率化」となっていること自体が問題と考える。

IFRS 基準を適用している法域の意見を十分に吸い上げ、基準設定に反映する仕組みの改

善を優先すべきではないかと考える。 

6. 今回の提案については、資金面の事情があるにしても、国際的な基準設定主体として適

切に運用されることが重要であり、ASBJ としてその点を明確に主張していくべきと考え

る。理事の枠が縮小することにより日本の発信力が低下する懸念がある一方で、理事は

個人の立場で審議に参加するため、上述の国際的な基準設定主体の観点とバランスを取

りながら意見をまとめていく必要があると考える。 

以 上 


